
下仁田町「街なか活性化事業」第４回検討委員会 

議事録 

 

日 時 令和５年５月９日（火） １８時５５分～２０時１０分 

場 所 下仁田町役場２０２会議室 

出席者 検討委員 １３名（３名欠席） 

次 第 １．開会 

    ２．あいさつ 

    ３．新委員の紹介 

    ４．議事 

     （１）街なか活性化事業基本計画の策定完了について 

     ［事務局より説明・分科会長の前田教授から補足説明・意見交換］ 

    ５．基本計画提案の受渡 

     ［検討委員長の熊倉教授から町長へ計画書の受け渡しが行われた］ 

    ６．その他 

７．閉会 

 

■検討委員会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

■意見交換の内容（主な意見、感想） 

・半年にわたり皆様にはお世話になった。白熱した議論も中にはあった。 

皆がそれぞれの団体や地域に帰って波及をもたらしてくれた。 

まだまだ言い足りないことや「形」にするにはお互いが詰めなければならな

いことが多々あるが、この状況を新たな「スタート」と捉え、ゴールに向か

って邁進していく段階にある。 

・計画を見て、町の事を考え様々な角度から意見を集約した事が伺えた。 

今後も行政の運営に寄与していきたいと思う。 

・できる事からやっていきたいと思う。町の活性化に参画していただける方を

少しずつではあるが集め、活動を始めている状況。 

・来訪者から「駅」がわからない声が多い。信号等に「下仁田駅入口」などの

案内表示をつけると効果的なのではないか。 



・「通り」もわからなかったりするので「〇〇通り」のように道に愛着のある

名前をつけて、来訪者等にわかり易くしてあげると良いのではないか。 

・計画の中で、どの分野に地元商店が携わり参画していけるかを考えていかな

ければならないと思う。 

・第１回に出席した際にも発言させてもらったのだが、本計画は「持続可能な

下仁田町」を作り出す最後のチャンスだと考えている。 

 これまでの計画は、会議室で話し合い、会議室で決まり、では実現させるに

は「どうする？」という事が多かった。今回の場合は「街なかアンケート」

をはじめ足で稼いでいる部分も多い。色々な世代の声を聞きそれを積上げ、

計画を策定しているので非常に意味のある計画であると感じている。これを

具現化していくことが重要だ。自分ゴトと捉え、協力できる部分は協力をし

ていくことが大切であると感じる。 

 教授の発言でもあったとおりここを「スタート」と捉え、新しい事を展開し

ていくことも大切であると思うが、既存のものを活かしていくことも大切。 

 コロナ禍で開催ができなかったが、今後、まちづくり委員会で行っていた

「いってんべー祭」も開催していきたいと考えている。 

・「町の地域資源」の神津牧場と風穴は別表記ではなく、できたらまとめても

らいたい。それから「妙義山」はジオパークだけではなく「イニシャルＤ」

のようなコンテンツを持っているものが妙義山なので、このため町長が発言

した観光の「柱」の中に妙義山を加えていただきたいと思う。 

・「ジオパーク」が話にのぼっているが、地形や地質だけではなく、この土地

の食や文化などすべての事がジオパークに繋がっていると考え、ツアーも実

施している。今月開催予定のジオツアーは、まさに街なかのツアーである。

石や山だけではなく、飲食店・レトロな街並み・駅前を回るツアーである。

今回まとめていただいた８ページに記載の「良いと感じる点」をジオパーク

の会としても、より多くの人に伝えていけたらと思う。 

・駅周辺の整備を計画していただいたことは大変ありがたいこと。まず駅に人

を集めたい。それを期に電車の利用をしていただけたらありがたい。 

 また、上信電鉄を利用していただいている下仁田高校の生徒も減少傾向にあ

るので、上信電鉄としても減少に歯止めをかけるべく努力をしたい。 

 イベントや観光列車、貸切列車も再開しているので、ＰＲや情報発信に努

め、集客をはかりたい。２次交通も上信ハイヤーをはじめ、利用していただ

けたらありがたい。 

・はじめてこの計画を見たが非常によく纏まっていると思う。 

 計画書内の課題に感じる点で「子供たちが遊ぶ公園が近くにない」とある

が、保護者の観点からみても２５ページのような「明るい空間（公園）」が

町にないので、このような空間が町にできたら良いと思う。 



・これまでも様々な取り組みはあったものの具現化に至らないケースが多かっ

た。今回はヒアリングやワークショップ、アンケートを積上げ計画が作成され、

具現化できそうな内容ばかりであるように感じる。 

 みんなで町の事を考え、熱い想いを感じた。 

 

■委員長総括 

 本事業の指針「つどう」「つながる」「つくりだす」。 

本委員会自体も「つどう」であり、みんなで活動することで「つながる」こ

とだと思う。そして今後、「つくりだす」のステップを踏んでいけたらよい

と思う。 

 

■事務局から 

・検討委員の皆様には、計４回にわたり、ご多忙のところ夜間にも関わらず、

委員会へ出席を賜り感謝申し上げます。また、難しい課題等にもお応えいた

だき、大変ありがとうございました。お蔭様を持ちまして、基本計画の策定

が完了いたしました。今後、この計画を実行に移していくわけですが、取り

組み内容に沿って、役場庁内で共有し、スケジュールを立てながら、実行に

移していきたいと存じます。これまでご協力いただきました検討委員会は、

ここで一旦終了とさせていただきます。 

また、今後も皆様には本計画に絡み、ご協力をお願いする事があるかと存じ

ますので、何卒、引き続きのご理解とご支援をお願い申し上げます。 

 

       以上 


